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から漸次産業適応の問題- と展開する事情を説明し, これらの産業心理学的問題の解明には, 総合的な接
近の必要を説 く｡ 著者は特に現代の産業場面における主要な心理学的問題として, a 集団機制の問題, b
人格要因の問題, C 適正作業条件の問題をあげ, これらが相互に連関するところに産業場面の心理学的構
造があるとする｡
この問題意識の下に, この分野において比較的研究歴の長い運輸産業をとりあげ, 国鉄従業員を対象と






明らかにし, モラール事象の多相性 ･多次元性を指摘し, 十分な条件統制と統計数理的手法による分析操
作の必要性をのべ, 国鉄従業員の労働意欲を性 ･年令 ･勤続年数 ･職種 ･地位 ･職場 ･地域等の要因との
関連において追求するとともに, さらにそれを生成発展する産業場面においてとらえるべ く踏切関係の従




作業内容 ･集団規模 ･上位集団との関連や, また リー ダーシップの測定法そのものにも大いに検討すべき
必要があることを指摘し, 作業内容 ･集団規模の異なる国鉄における諸種の現場機関のうち, 一つの代表




境としての適応問題を招来 し, 心理学的究明を必要とする点が多々発生 しつつある｡
国鉄にあっては, 技術革新の当面の主要課題は動力の近代化 (電化 ディーゼル化) であるが, 著者は




S ･ D 法によって明らかとなった｡
これ らの結果にもとづき, 近代化にあたっての心理学的な対策についての考察が加えられる｡
(5) 人格要因に関する研究
産業場面においては, その心理的環境としての集団機制, 作業環境としての作業条件と並んで, 従業員
個々の人格要因が中心的位置を占める問題がまことに多い｡ 産業心理学即適性検査ともいわれた産業心理
学の初期の時代では, 人格要因測定の妥当性の規準としてもっぱら生産高 ･生産能率 ･事故発生率がとら








された因子五つのうち, 三つは明瞭な意味づけが可能であった ( Ⅰ因子 推理因子 Ⅲ因子 知的機能の速
さ Ⅲ 因子 図形の構成的知覚)｡ 知能因子と職務適応諸指標との関連では, Ⅰ因子は本人の現在職につ
いての性分 ･興味の不適合, 高い水準の作業- の興味に関係 し, Ⅲ因子は, 現在職でのモラールの高さ,
言語 ･計算両作業への興味の低さと関連 し, Ⅲ因子は事務的作業 ･計算的作業- の興味と逆相関の関係に
あるO かかる因子的関連にもとづいて, 採用時検査成績を因子得点としてあらわし, 採用後ほぼ一年を経
た従業員の職務適応諸指標との関連をみている｡
さらに職務適応の良否と評定性格との関係の分析から, 適応度を弁別するいくつかの性格評語の存在を






内田 ･ クレペリン検査の異常型 ･準異常型で事故発生率が高いことなど明らかにした｡ かつその基底因子
が情緒安定性 ･感受の織細さ等にあることを矢田部 ･ギルフォー ド検査との関連から見出した｡
困 人格要因の因子論的研究
人格要因の測定に用いている8 種の検査か ら30指標をとり, これら指標問の関連について因子論的解明








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
1. 本論文の価値
本論文の貢献は次の 3 点において高く評価される｡
(j ) 従来比較的個々別々に研究されていた産業心理学の諸問題を, 産業場面への適応を中核とする連関
の中に構造化すべきことを, 歴史的にまた理論的に論述 した点｡
伺 上記の方法論を実証化するため, 広汎な現場調査を重ねて, 一方では国鉄産業における適応問題の
実態をつまびらかにするとともに, 他方職場適応の諸測定値と集団機制 (人間関係), 職場条件 ･人格要
因との関係について一般化しうべき種々の新知見をもたらしている点0






伺 産業における集団機制 ･産業適応の諸次元についてなお分析の歩を進めるべきで, 本論文において
取り上げられた測定項のみでは, それらを十分に代表するとはいい難い点｡
以上のどとき欠点を含むとはいえ, これらは今後の研究にまつものとして著者もよく留意 している｡ 実
際的目的のために断片的に取り上げられがちであった産業心理学の諸問題をよく産業適応の視点より連関
的に整理 し, かつ実証せんとした本論文は, 産業心理学上の有力な新観点を開拓せるものであり, 文学博
士の学位論文として価値あるものと認められる｡
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